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町からルールがなくなった（第１話）

　　　　　　　　　　　　　　～ルールはなぜあるんだろう～
リエは、小学校４年生。
きょうはとてもごきげんななめ。
なぜかというと、先生に「ろうかを走るな」としかられ、ママにも
「ごはんの前に宿題しなさい」としかられたから。
リエはベッドのなかで考えた。
「みんな、あれしちゃだめ、これしちゃだめってうるさいな。
自分の思いどおりにできればいいのに・・・・」
つぎの日。目をさますと、もう８時半。
「たいへん、ちこくだわ！ママ、朝ごはんは？」
するとママは、「朝ごはん？自分でなんとかしなさい。
ママはこれからあそびにいくのよ。じゃあね」
リエは、しかたないので朝ごはんを食べずに家をでた。
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大通りでは、自動車が猛スピードで、右も左も関係なく走っている。
おかしなことに信号機もない。
「あぶない！」
あちこちで、どなりあいがはじまり、
リエはこわくなってかけだした。
いつもの商店街は、ゴミがちらかりほうだい。
「なんだかようすがへんね。」
朝ごはんを食べられなかったのでおなかがすいたリエは、
おかし屋さんへ。
ところが、おかしはひとつもない。
「みんな、お金もはらわずにもっていっちゃった。お金をはらって
といったら、そんなルールにはしたがわないっていうんだよ」
「えーっ。警察にはいわないの？」
「警察？なんだい、それ」
おばさんはきょとんとしている。
「おばさんったら、へんだわ」
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学校につくと、とっくに授業がはじまっているはずなのに、
先生はいないし、みんなはあそんでいる。
「先生がお休みだから、すきなことをしてあそべばいいってさ」
「ほんと？やったあ！授業を受けなくていいのね」
と喜んだものの、今日の様子はやっぱり変です。
そのときです。
リエちゃんは、昨日寝る前に口にしたことを思い出しました。
まさか自分が願ったから町からルールがなくなったの・・・？
それに信号機も、警察も・・・？
出典：岩崎書店「はじめての法教育」
